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　身につける武器は、思っていたより軽
かったので苦労はしませんでした。そし
て、なぜ古代人はこんな髪型で生活して
いたのか知りたいと思いました。終了後
には、家族に、「お疲れ様」と言われ、
頑張ったんだなと思いました。

　はにわ祭で舞巫女をさせていただきま
した。普段とは違う衣装や重い榊を持っ
て、緊張しました。はにわ祭の意味や、
古代人を演じることの必要性などを感じ
ることができ、本当に良かったです。大
切な思い出にしたいです。

　初めて舞巫女の踊りを見て、「難しそう
だなあ」と思ったけど、なんとか本番ま
でに覚えることができました。踊ってみ
てとても楽しかったので、思い出にした
いと思います。みんな笑顔で終えること
ができて良かったです。

　古代人には、色んな衣装があり、化粧
も、男子と女子で違いました。舞巫女の
踊りも現代の踊りと違うので、古代の踊
り方だと感じました。はにわ祭は、現代
人が失いかけていることを教えてくれる
大事な行事だと思いました。

　はにわ祭に参加し、何不自由なく生活
している現在の自分の生活の便利さを再
確認できました。ゆったりと時間が過ぎ
る中、周りの人たちと心を通じ合わせる
ことができ、とても貴重な体験をさせて
いただきました。

　練習ではあまり踊れなくて悔しかった
ので、家で練習をたくさんしたら本番は
間違えず、上手に踊れて良かったです。
すごく楽しくて、最後の方は終わりたく
ない気持ちでした。良い経験ができたの
で、勇気を出してやって良かったです。

　私は今回、古代人が築き上げた芝山町
の田畑の大切さや、便利な物に頼り過ぎ
ず、自分の力で行わなくてはならないと
いう事を学びました。人として考えるべ
き事を思い出させてくれたはにわ祭に、
感謝したいと思います。
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　本番までたくさん舞巫女の練習をして
きましたが、本番当日、いざ舞台に立っ
てみると緊張してしまい、上手に踊れま
せんでした。ですが自分が出せる限りの
力が出せて良かったです。古代の人の体
験ができて楽しかったです。

　私は舞巫女役をやりました。はにわ祭
の日まで、夜、一生懸命に踊りの練習を
頑張りました。本番はとても楽しくでき
たと思います。昔の人たちが残してきた
ものを壊さず、未来の人たちへ伝えてい
きたいと思いました。

　僕の役は護衛武士で、防具がとても重
くて歩くのが大変でした。でも、僕はこ
の役が気に入っていたので頑張れました。
はにわ祭の伝統と、自然や畑の大切さを
知ることができ、この一日が僕にとって
良い日になりました。

　舞巫女として、交歓の儀で踊りました。
舞台はとても高く、下にいる現代人がカ
メラを持っていたので、緊張しました。
やりきった時は達成感があり、とても楽
しかったです。行列の儀では、芝山あめ
を配ったのが良い体験となりました。

　今日は多分雨が降るのではないかと、
化粧をしてもらいながら考えていました。
雨が降っていないことに気付いた頃には、
はにわ祭が終わっていました。今年で二
回目でしたが、この前よりも楽しかった
し、良い経験にもなりました。

　練習では、舞巫女の皆と息を合わせる
のが大変でしたが、本番では、上手く踊
れて安心しました。古代人をやったおか
げで、はにわ祭には大事な意味があるこ
とを知ることができました。貴重な体験
ができ、参加して良かったです。

　私は、武人という男役をやりました。
本当は舞巫女がやりたかったけど、男役
も楽しそうだなと思ったからです。昇天
の儀では、もう一日が終わりなんだなと
思って悲しくなりましたが、とても貴重
な体験ができ、楽しかったです。


